
 

 

 

 

心配された台風の影響もなく、秋晴れの空と緑色に透ける海に囲まれた「津久見日和」の日に、

「教育県大分」創造に向けた地域別意見交換会が津久見市で行われました。 

最初は、津久

見市立津久見小

学校を訪問し、

全学級の授業参

観後、本校が長

年実践されてい

る教科担任制に

ついて協議が行

われました。 

徳丸校長先生

の信念をもった

経営理念と安東

教務主任の具体的な取り組みとデーターに基づく説明はとても説得力が

あり、教科担任制が生徒指導や学力向上、働き方改革にも大きな成果と

して表れていることがわかりました。また、後藤教頭先生は、授業参観

前に、それぞれの指導案の説明だけでなく、当日は授業をされない職員

も含み、一人一人の先生方の良さや４月からの成長について紹介があり

ました。それぞれの強みを生かした組織の在り方を学びました。 

どの教室においても、学校が決めた授業スタイルをもとにそれぞれ工

夫のある実践が行われいたので、子ども達も意欲的に学んでいました。  

県の教育委員からは、「子ども達が描いた絵、とりわけ配色については高

いレベルのものが多く、ここにも教科担任制の良さが表れている」とあ

りました。本校の実践をもっと発信すべきという意見もありました。 

津久見市民会館で行われた意見交換会で

は、平山教育長をはじめ４名の津久見市教

育委員と関係各課の皆様、さらに、小学校

長、中学校長、津久見高校長に加え、新設

中学校開校推進協議会長、市 PTA 連合会

長、土曜寺子屋つくみ塾長と１９名の参加

があり、主に地域で活躍する３名の方から

提案がありました。それぞれ、郷土を愛

し、津久見の子ども達の未来のため、今行

っている実践と、令和６年度開校の新設中学校

や、これからの津

久見市の教育の在

り方について、活

発な協議が行われ

ました。 

皆様ありがとう

ございました。 
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